
いちごドリルプリント

中部地方 名前

問1 中央高地の気候において、年間の降水量が少なく、夏と冬の気温差が大きくなる理由として最も適切な説明はどれですか。 （2018年 群馬県公立入試

類似）

1. 北西の季節風が日本海から水分を
運んでくるが、高い山脈を越える際
に雪を降らせた後の乾燥した空気が
流れ込むため

2. 標高が非常に高いため、年間を通
じて気温が低く抑えられ、上昇気流
が発生しにくく雨が降らないため

3. 周囲を高い山々に囲まれており、
海からの湿った空気がさえぎられる
とともに、内陸のため海洋の影響を
受けにくいため

4. 暖流の影響を強く受ける地域であ
り、夏は高温多湿になるが、冬は乾
いた季節風の影響を強く受けるため

問2 福井県鯖江市を中心に発展した「眼鏡のフレーム」製造の産業的な特徴や背景について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2019年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 豊かな森林資源と水資源を背景と
した地場産業であり、環境規制の強
化に伴いハイテク産業へと転換した
。

2. 大規模な海外資本の工場が誘致さ
れたことで急速に発展し、現在は全
工程を一つの巨大工場で一貫生産し
ている。

3. 冬の積雪期における農家の副業と
して始まり、現在は多くの小規模な
工場が工程を分担する分業体制によ
って支えられている。

4. 京都の伝統的な工芸技術が北陸地
方に伝わったもので、貴族や寺社向
けの高級品として生産が始まった。

問3 北陸地方に位置する福井県について、地理的特徴や近年の変化を説明した文として最も適切なものを次の中から選びなさい。 （2016年 長野県公立入試

類似）

1. 北陸地方の東端に位置しており、
関東地方と接しているため古くから
新幹線が整備されていた。

2. 北陸地方の西部に位置しており、
北陸新幹線の延伸によって首都圏と
の所要時間が短縮された。

3. 中部地方ではなく近畿地方に属し
ており、大阪や京都とのつながりは
あるが北陸地方とは交流が少ない。

4. 日本海沿いではなく内陸部に位置
しているため、北陸新幹線のルート
からは外れている。

問4 中部地方の内陸部に位置するある県では、農産物の収穫量において米が約2万7000トンであるのに対し、ブドウが約4万3000トンに達するなど
、果樹栽培が極めて盛んです。ブドウの生産量が日本一であるこの県はどこですか。 （2020年 愛媛県公立入試 類似）

1. 山梨県 2. 山形県 3. 青森県 4. 長野県

問5 河川が山地から平野や盆地に出た場所では、流れが緩やかになることで運搬されてきた土砂が堆積し、扇形の地形が形成されます。山梨県の甲
府盆地の縁などで多く見られる、このような地形の名称として正しいものを答えてください。 （2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 三角州 2. 台地 3. カルデラ 4. 扇状地

問6 静岡県を中心に、京浜工業地帯と中京工業地帯の間に位置する工業地域について、その特徴を説明した文として最も適切なものはどれですか。
（2023年 香川県公立入試 類似）

1. 出版・印刷などの都市型工業の割
合が高く、かつては日本最大の工業
出荷額を誇っていた。

2. 内陸部に高速道路網を活用した工
業団地が形成され、近年では医薬品
や情報通信機器の製造が伸びている
。

3. 輸送用機械の割合が極めて高く、
オートバイや楽器、自動車関連の工
場が数多く立地している。

4. 鉄鋼業や石油化学コンビナートが
発達しており、原材料の輸入に便利
な臨海部に重化学工業が集中してい
る。

問7 北陸地方の工業について述べた次の文の空欄にあてはまるものとして、最も適切な語句を答えてください。 「中部地方の日本海側に位置する福
井県では、県北部の嶺北地方を中心に地場産業が発達している。特に鯖江市周辺では、明治時代に農閑期の副業として始まった（
）の製造が、現在では国内シェアの約9割を占めるまでに成長している。」 （2019年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 眼鏡のフレーム 2. 西陣織 3. パルプ・紙 4. 陶磁器

問8 中部地方の太平洋沿岸部で行われている、温室やビニールハウスを活用した「施設園芸農業」の利点について、その背景や目的を説明した文と
して最も適切なものはどれですか。 （2022年 山口県公立入試 類似）

1. 大消費地に近い立地を活かして、
収穫したばかりの鮮度が高い野菜を
、輸送コストを抑えて市場へ届ける
ことができる。

2. 広大な土地に大規模な機械を導入
することで、土地の単位面積あたり
の収穫量を増やし、穀物を大量生産
できる。

3. 高冷地の冷涼な夏の気候を活かし
て、他の地域よりも収穫の時期をあ
えて遅らせることで、競合を避けて
高い価格で販売できる。

4. 自然環境の影響を抑え、気温や湿
度を管理することで、季節を問わず
計画的に作物を生産・出荷できる。

問9 北陸地方は日本海側に位置し、冬には季節風の影響で非常に多くの降雪量が見られます。このような自然環境のもとで、江戸時代以来の伝統技
術や地元の原材料を活用した産業が発達した背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 滋賀県公立入試 類似）

1. 広大な平野部において、冬でも温
暖な気候を活かした二毛作が行われ
、その加工品製造が広まった

2. 豊富な雪解け水を工業用水として
活用するため、冬の期間に限定して
大規模な化学工業が行われた

3. 冬の間は積雪により農作業が困難
になるため、農家の副業として手仕
事による工業が盛んになった

4. 冬の強い季節風をエネルギー源と
した大規模な機械工業が、江戸時代
から沿岸部で発達した

問10 長野県などの高冷地では、レタスの収穫時期をあえて6月から10月の夏季に集中させています。平地の収穫量が減少するこの時期に出荷時期をず
らす最大の目的として、最も適切な説明はどれか、選びなさい。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 他の産地との競争を避け、需要が
高まる時期に高い価格で販売するた
め

2. 冬の積雪による農作業の停止を防
ぎ、年間通じて安定した収入を得る
ため

3. 化学肥料の使用を抑えた環境に優
しい農法をアピールするため

4. 大都市に近い利点を活かし、輸送
コストを抑えて新鮮なうちに届ける
ため

問11 四日市市などの工業都市を擁する三重県の工業的特徴について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 愛知県公立入試 類似）

1. 輸送用機械や化学、石油・石炭製
品などの重化学工業が中心となって
発展している。

2. 出荷額において、パンや清涼飲料
水などの食料品工業が最大の割合を
占めている。

3. 伝統的な繊維工業が、現在でも県
全体の工業出荷額の過半数を占めて
いる。

4. 高度な技術を要する印刷業が、重
化学工業の出荷額を上回る規模で成
長している。

問12 日本の本州中部において、日本海側に面しており、戦国時代には上杉謙信が拠点としたことで知られ、現在は越後平野を中心に米の生産が非常
に盛んな都道府県はどこか。 （2021年 北海道公立入試 類似）

1. 埼玉県 2. 長野県 3. 新潟県 4. 富山県


